
 資料２  

第１回モニター会議意見の取り扱いについて 

項  目 意   見 分  類 

情報発信 

〇店舗等物件、役場窓口に聞いても情報がわからない。 

〇ホームページのリンクの仕方、まだ工夫が必要。 

〇町の情報は深いところまで探さないとわからないし、見

つけられない。今は情報の過渡期で変わるのに 10 年かか

る。 

〇発信されているが、届いていないだけ。 

 知っていれば良かったものもあり、もったいない。 

 紙配布の新ルールが必要。職員も町民も上下ではなく、

やさしく、わかりやすく、議論が必要。 

〇受手側に、多種多様な情報発信が必要。 

意見として伺い、委員会内

で共有します。 

町 内 会 

〇もっと若者目線の意見を聞いてほしい。 

〇ゴミ出しルールの周知が必要。 

 ルール周知のため若い人に町内会に入ってほしい。 

意見として伺い、委員会内

で共有します。 

交通安全 

〇子供は自転車に乗る際ヘルメットをし、横断歩道を歩い

て偉いが、大人は車を止めず（緩めず）横切る。 

〇通学路危ない車が走っている。 

〇街中、危ないと思ったことは無い。 

〇道々で歩道から落ちたら危険なところがある。 

 自転車の指導は充分か。車道を逆走している子もいる。 

意見として伺い、委員会内

で共有します。 

芽室公園 

再 整 備 

〇議会は静観しているように見える。新嵐山再生と同時に

やっていけるのか 

意見として伺い、委員会内

で共有します。 

ご  み 

〇車から捨てる人がいる（日甜裏街道） 

〇ごみがあちこち落ちていると心がすさむ。 

 問題点を改善できる町であったら良い。 

〇車の中から外にごみを捨てる。 

 ごみが散乱すればさらに捨てる人が出る。 

 捨てづらくなるよう何か工夫が必要（赤い神社など） 

意見として伺い、常任委員

会内で共有します。 

住民参加 〇意見を言い合える活発な場があると良い。 
意見として伺い、常任委員

会内で共有します。 

 

D  X 

 

〇ついていけない人達がいる。わかるまで大変。 
意見として伺い、常任委員

会内で共有します。 



農  業 

〇有機農業を進める、広める。 

〇メムロピーナッツ等、有機肥料で栽培すると良い。 

〇アトピー性皮膚炎、花粉症、アレルギーの方などには有

機を使った製品が有効で体に良いと感じる。 

意見として伺い、委員会内

で共有します。 

経済対策 
〇物価高騰、収入が上がっても実質の減少。 

〇米・ガソリンなど物価高騰。 

いただいたご意見を参考

に、委員会での調査・研究

を実施します。 

シビック 

プライド 

〇我が子に楽しい思い出づくりと素敵な体験をしてほし

い。そして芽室に戻りたいという気持ちを育てたい 

協働のまちづくりについ

て、R7 年度の政策課題と

していることから、まちづ

くりの土台となるシビック

プライドについても、関連

事項として調査・研究に取

り組みます。 

地域住民の 

高齢化 
〇免許証返納者が増えている 

意見として伺い、委員会内

で共有します。 

自治体名に 

十勝がつく 

〇清水町の話、実際どうなるか。全市町村で足並み揃える

と良いのでは 

意見として伺い、委員会内

で共有します。 

公共交通 
〇免許無い方、何もできない 

 マイクロバスなどを役場で月１回ぐらい出してほしい 

意見として伺い、委員会内

で共有します。 

除  雪 〇冬に備えるチャンスと思う 
意見として伺い、委員会内

で共有します。 

 

  



＜総務経済・厚生文教常任委員会：共通＞ 

多様性の尊重 

 

〇特別支援教育の現場でも少数派の考えが生かされにくい

現状がある 

 

意見として伺い、委員会内

で共有します。 

まちなか再生 

子どもの参加 

 

〇出身は埼玉県で大きなまちで育つ。芽室の駅前のシャッ

ターが閉まっているのが寂しく「自分が何かできないだ

ろうか」という気持ちを持てるのは、芽室のサイズ感が

自分ごととして町の課題を考えられるのに、ちょうどよ

いのだと思う。とはいえ、子どもたちに楽しい思い出を

作ってあげたいので何か楽しいことができたらと考えて

いる。 

 

〇高校生が遊べる場所が芽室にほしい。みんな帯広に遊び

にいく（カラオケなど） 

 

まちなかのにぎわい創出に

ついては、R7年度の政策

課題としていることから、

ご意見を参考にしつつ、調

査研究に取り組みます。 

少子化対策 

移住定住策 

〇人口減少と高齢化、人口が増えないと学校の存続やイン

フラ整備の面でも将来大変 

 

人口減少社会を見据えたま

ちづくりは重要な課題であ

ると認識しています。ご意

見を参考にし、調査・研究

に取り組みます。 

 

こどもの参加 

まちなか再生 

都市計画 

 

〇（高校生の思いを聞いて）ぜひ一緒にがんばりましょ

う。まちなかのシャッターを開けることに協力したい

（不動産業としても） 

→ 高校の新聞局でも芽室のまちなかの事を取材して魅力

発信してみる（高校生から） 

〇 まちなかの空き物件を取り扱うこともあるが、商店で

はなく一般住宅として利用されてしまうと、まちなかの

賑わいをつくることが難しくなる。もし町が何かしら規

制などを設けられるなら計画的な再整備ができると思

う。 

 

まちなかのにぎわい創出に

ついては、R7年度の政策

課題としていることから、

ご意見を参考にしつつ、調

査研究に取り組みます。 

 



 

 

 


